
 
 
 

外貨普通預金 
 

本書をよくお読みいただき、商品の内容・リスク等を十分ご理解のうえ、お申し込みくださ
いますようお願い申しあげます。 

 
・外貨預金は、外貨建ての預金（預金保険の対象外の預金）であり、外国為替相場
の動向等によっては、払戻時の円貨額がお預入時の円貨額を下回る等、「元本割れ」
が生じるリスク等があります。それらのリスクは、預金者が負うこととなります。 

・預金者には、お預入時に為替手数料等をご負担いただくほか、外貨現金の引き出
し時等にも手数料がかかります。 

・預金者は、預金の元利金の払戻請求権を有します。 
・外貨普通預金とは、外貨預金のうち、期間の定めのない預金です。 
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お申込に際しては、販売担当者等により、商品の内容およびリスクに関する説明
をさせていただきますので、窓口等にお問い合わせください。 
 
 
○ 外貨預金には、為替変動リスクがあります。外国為替相場の動向等によって

は、払戻時の円貨額がお預入時の円貨額を下回る等、「元本割れ」が生じるリ
スクがあります。 

○ TTS レート（円貨から外貨に替えるレート）と TTB レート（外貨から円貨に
替えるレート）には差（米ドルであれば 1 米ドルあたり 2 円）がありますの
で、外国為替相場に変動がない場合でも、払戻時の円貨額がお預入時の円貨
額を下回り、「元本割れ」が生じるリスクがあります。 

○ TTS レートと TTB レートの差は往復の為替手数料に相当し、相場公表通貨に
おける差は 1 通貨単位あたり最大 16 円です。 

○ 外貨によるお預け入れまたはお引き出しの際には原則、手数料がかかります。
外貨現金の場合、相場公表通貨では 1 通貨単位あたり最大 15 円（例えば米ド
ルであれば 1 米ドルあたり 2 円）かかります。送金等その他の手数料につい
ては、お取引内容により異なりますので表示することができません。 

○ その他の通貨における TTS レートと TTB レートの差および外貨現金の取扱
手数料等は、前記とは異なりますので窓口までお問い合わせください。 

○ お客さまにご負担いただく手数料の合計額は、上記を足し合わせたものにな
ります。 

 



 
1. 商品（契約）の概要 ・外貨普通預金とは、外貨預金（本邦通貨以外の外貨建ての預金）のうち、期間の定めの 

ない預金です。 

2. 期間 ・この預金には、払い戻しに関する期間の定めはありませんので、随時、払い戻しできます。

 

3．ご利用可能な方 ・個人および法人のお客さま 

 

4．お預入方法 

  (1)お預入方法 

 

 

  (2)通  貨 

 

 

  (3)お預入金額 

 

 

・当行の国内本支店窓口等（原則として、既存口座へのお預け入れは口座取引店）で、 

お預け入れできます。 

 

・米ドル、ユーロ、英ポンド、スイスフラン、オーストラリアドル、ニュージーランドドル

その他当行の認める通貨 

 

・1 通貨単位以上、1 補助通貨単位 (例えば、米ドルの場合は 1 セント単位。ただし、 

外貨現金でお預け入れされる場合、硬貨はお取り扱いできません） 

 

5．払戻方法 

  (1)払戻方法  

 

 

 

  (2)払戻金額 

 

・当行の国内本支店窓口(原則として、その外貨普通預金をお預け入れいただいている取引店)

で、当初お預入通貨にて、払い戻します。ただし、外貨現金でお引き出しされる場合、 

硬貨はお取り扱いできません。 

 

・1 補助通貨単位 

 

6．利息 

  (1)適用金利 

 

 

  

 (2)利息決算 

 

 

 

 

  

 (3)計算方法 

   

  

 (4)課税 

 

 

・市場金利の動向等に応じて毎日決定し店頭に表示する金利を、適用します。 

（変動金利） 

・店頭表示以外の金利で約定した場合は、その金利を適用します。 

 

・毎年２月と８月に、次の通り利息決算を行います。 

・２月第三日曜日の翌日から同年８月第三日曜日までについての利息を決算し、その 

翌日に利息を預金残高に組み入れます。 

・８月第三日曜日の翌日から翌年２月第三日曜日までについての利息を決算し、その 

翌日に利息を預金残高に組み入れます。 

 

・毎日の最終残高について、付利単位を１補助通貨単位とし、１年を 365 日とする日割計算

により利息を計算します。 

 

・個人のお客さまは分離課税(国税 15％および地方税 5％、合計 20％)、法人のお客さまは 

総合課税(非課税法人の場合は非課税)となります。 

・外貨預金には、マル優はご利用いただけません。 
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7．手数料等 

 

・TTS レート（円貨から外貨に替えるレート）と TTB レート（外貨から円貨に替えるレート）

には差がありますので、外国為替相場に変動がない場合でも、払戻時の円貨額がお預入時

の円貨額を下回り、元本割れが生じるリスクがあります。TTS レート、TTB レートの差は、

往復の為替手数料に相当します。 

 

 ■主な通貨の為替手数料（往復） 

米ドル １米ドルあたり２円 

ユーロ １ユーロあたり２円８０銭 

英ポンド １英ポンドあたり８円 

スイスフラン １スイスフランあたり１円８０銭 

オーストラリアドル １オーストラリアドルあたり５円 

ニュージーランドドル １ニュージーランドドルあたり５円１０銭 

 

・外貨現金のお預け入れまたはお引き出しの際には原則、手数料がかかります。送金等その

他の手数料については、お取引内容により異なりますので表示することができません。 

 ■主な通貨の外貨現金取扱手数料 

米ドル １米ドルあたり２円 

ユーロ １ユーロあたり２円６０銭 

英ポンド １英ポンドあたり７円 

スイスフラン １スイスフランあたり４円 

オーストラリアドル １オーストラリアドルあたり９円 

ニュージーランドドル １ニュージーランドドルあたり８円 

1 万米ドル以上の米ドル建て外貨預金をお持ちの個人のお客さまご本人が、その外貨預金に

対して米ドル現金でお預け入れ、またはお引き出しする場合は、外貨現金取扱手数料は不要

です。 

※ 硬貨のお取扱はしていません。 

※ 米ドル建て以外の外貨預金から、預入通貨で外貨現金をお引き出しする場合は、お取り

寄せになるため、日数がかかります。 

また、米ドル建て外貨預金から、米ドル現金をお引き出しする場合でも、金額や金種に

よっては、お取り寄せのため、日数がかかることがあります。 

 

8．付加できる特約事項 ありません。 

9．預金保険の適用 ・預金保険の対象外です。預金保険については、窓口までお問い合わせください。 

 

10．元本欠損リスク 

と要因 
外貨預金には、元本欠損を発生させる等の次の主なリスクにより、損失を被ることがありま

す。 

・外国為替相場の動向等によっては、払戻時の円貨額がお預入時の円貨額を下回る等、 

元本割れが生じるリスク 

・外国為替市場において外国為替取引が行われない場合等に外貨預金のお預け入れや 

払い戻しに応じられないリスク 

・外国為替相場に変動がない場合においても、TTS レートと TTB レートの差から生じる 

元本割れのリスク 

 

11．権利行使上の制限・ 

  中途解約の制限 
ありません。 
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12．想定されるリスク ・その他不測の事態等が発生した場合に、お預入時の元本を割り込むリスクがあります。 

13．その他の説明事項 

 (1)為替差益への課税 

 

 

 

 

 

 (2)ｽﾃｰﾄﾒﾝﾄ取引 

 

 

 

 

 

 (3)取扱時間帯について 

 

 

 (4)対象事業者となって

いる認定投資者保護

団体の有無 

   

 

・金利については、窓口までお問い合わせください。 

・個人：総合課税(雑所得として、確定申告が必要です。) 

ただし、年収 2,000 万円以下の給与所得者の方で、給与および退職所得以外の所得

が為替差益を含めて年間 20 万円以下の場合は、申告は不要です。なお、為替差損に

ついては、雑所得から控除することができます。 

・法人：総合課税(非課税法人の場合は非課税) 

 

・個人のお客さまのみ、お取引できます。 

・通帳を発行せず、お取引内容をお取引明細書に記載して、お届けの住所に送付します。 

・この外貨普通預金口座を開設した支店の円預金口座を、ご本人さま確認口座として届けて

いただき、お預け入れ・払い戻し・口座解約・届出事項の変更等の際には、その円預金口

座の通帳またはキャッシュカードの提示が必要となります。 

 

・窓口の取扱時間帯は、米ドルの場合は平日午前 10 時から、米ドル以外の通貨は午前 11 時

から、午後 3時までです。 

 

・有（全国銀行協会） 

 

                                 （2009 年 8 月 24 日現在） 

 

３ 

 
《お問い合わせ先》 

 
本商品のお問い合わせは、お近くの窓口または下記までお願い致します。 

電話：０１２０－５６－３１４３（携帯電話・ＰＨＳからもご利用いただけます） 
海外からの通話など、フリーダイヤルをご利用いただけない場合は、 

（通話料有料）東京：03-5745-5051 大阪：06-6258-0012 
平日 8：00～21：00 土・日・祝日 9：00～21：00（1 月 1 日～3 日と 5 月 3 日～5 日を除く） 


